






れるなど、広く紹介されてきた。例を挙げれば、生島重一『アマゾン移住三十年史』 （サンパウロ新聞社、昭和三四年） 、御荘金吾『アマゾンは流れる』 （社団法人家の光協会、 昭和五一年） 、 角田房子『海外 猛烈日本人』 （ぺ
りかん社、昭和四四年）や『約束の大地』 （新潮社、昭和五二年） 北杜夫『輝ける碧き空 下で和五七年） 、山根一眞『アマゾン入門』 （文藝春秋社、昭和六二年）など数え切れない程で、 それぞれが「高拓生」の苦難と成功を鮮やかに描いている。　
さらには、 「高拓生」や関係者による回顧録も多数存












































に、サンパウロ州間の契約で多くの植民地が設けられ家族移民が基本となった。渡航には移民保護法施行以来、移民会社での斡旋が一般的で、外務省が と奨励の観点から移民会社監督を担 移民会社は、大正六年の統合で海外興業株式会社のみとなった。関東大震災での内務省補助 を契機に、政府は大正一三年の帝国経済会議で移民保護奨励策を打ち出して渡航費補助と移民取扱手数料の国庫負担を決定した。さらに大正後期には、四県の海外協会が独自に植民地を得て移民を送出し次いで昭和二年 田中義一内閣の政策によっ 、全県に海外移住組合と現地にはブラジル拓殖組合が設けられ、海外協会の植民地を編入発展させて全国から移民 送ることになった。昭和三年には海外の植民事 担当する拓務省が設けられた。この後、昭和八年をピークにブラジル移民は盛隆を迎える。　
さて、アマゾン地域への日本人移民の進出は、福原八


















































































年少で当選、これにともない満鉄 退社し 政界へ進出する。一方、国士舘においては、大正一一年に財団法人国士舘理事および評議員 就任した。 二 は、デンマークで開催された万国議員会議に衆議院議員代表として参列し、欧米諸国を歴訪した。大正一三 に農商務省大臣高橋是清の秘書官に就任、農商務省が分離廃省となった大正一四年には、商工大臣高橋是清および野田卯太郎の下で大臣官房秘書課長に就任し 政界においても一定の地位を築いていった。特に高橋是清には重用され、昭和二年に田中義一内閣で大蔵大臣を務めた高橋および三土忠造 下で大臣秘書 、昭和六年の犬養毅内閣で高橋が大蔵大臣 際も大臣秘書官を、翌七年の
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は中学校卒業程度として、実業家の養成を目的とした。昭和三年一〇月の「創設計画書」に基づいた学校設立である。しかし、 こ 実務学校は、 実際は開 に至らなかった。　
この理由については、後述する昭和五年の維持委員会































































































































国民道徳 1 修身 2 公民科 1
ポルトガル語 18 西班牙語 15 経済原論 2
植民史 1 植民学 1 外国為替 1
植民政策 1 植民地理歴史 1 簿記 1
南米経済事情 2 農業大要 1 珠算 1
南米地歴 2 海外事情 1 植民 1
農業大意 1 実習 3 商業経済又農業経済 3
畜産大意 1 武道 随時 西班牙語 9
土木建築大要 1 音楽 随時 英語 2
測量大要 1 南米事情 2
産業組合概念 1 課外講義 1
柔剣道 2
馬術 1
























ぞれ海外移民関係の要職にあり、井上雅二は海外興業会社社長 、 は南洋協会幹事を務めていた。申請書には、海外移民取扱い 経験から「海外ニ出スルニ当リ実際的予備教育ヲ施ス事ガ必 」 であることに鑑みて、また卒業後 「 渡航スルモノヲ更ニ一ケ年間実践的ノ教育ヲ施スコト精神的ニモ最モ必要」であるとして、その設立の動機を説いている。教育課程には、満蒙科南洋科、南米科を設け、修業年限は一年、入 資格は中学校卒業以上であった。 【表１】には南米科の第二学期の学科課程を表記し が、発明学校の校舎を間借りしたため、夜間の開講であり、加えて実習科目の開講が困難
であったことを念頭に置く必要があろう。　
それでは、国士舘高等拓植学校の学科課程を見ていこ
う。卒業後のブラジル渡航 あたっては、当然、語学の習得が不可欠であり、週一八時間のポルトガル語に最も多くの時間を費やした。加えて、 農業、 畜産、 土木建築、測量の実用的な科目が教授され、現地で 農作業等に従事することを見据えたものであったことは明確である。また、国士舘教育の柱である剣道、柔道のほか、馬術も教授されている。教員には、上塚司が植民史 植民政策を担当し ほか、 柴田德次郎が国民道徳を教授している。また、ポルトガル語などを担当した辻小太郎は、神戸高等商業学校卒業で上塚とは同期にあたり、前述の通りブラジルへの渡航経験を持っていた。また土木建築や測量を担当した藤井真透は、内務省土木試験所勤務で東京帝国大学でも教鞭を執っていた。　
他校と比較すれば、 まず、 高等拓植学校の授業時数は、

































































































































































































































士舘高等拓植学校学則を基本的に踏襲し、第一条の目的などは変更が無 。 入学試験に関して推薦枠 条文と 「臨時入学」の許可、また、 科課程 は「教練」一時間を加えて総授業時数 五四時間に増やし その他の条文に
は文言に若干の修正を加えたのみであった。校長には上塚が就任した。こうして五月二五日、日本高等拓植学校の創立記念式典を挙行し、六月一日より開校となった。これにより、アマゾニア産業研究所には、日本高等拓植学校の経営が含まれることとなった。　
こうなると当然、学校運営ひとつをとっても、財政基
































































昭和 7 年 6 月改正 昭和 8 年 2 月改正
国民道徳 1 国民道徳及精神訓練 1
支那語 15 満洲語 6
植民史 1
植民政策 1
満蒙経済事情 2 満蒙経済事情 6
満蒙地歴 1





武道 1 武道 3
教練 1 軍事教練 6
実習作業 24 農耕演習 24
馬術 1 馬術 1














































いても、明確に位置づけされてこなかった。これには、上塚の日本高等拓植学校の印象から国士舘外部で活動た学校のイメージがあること、また移民問題が、第一回芥川賞受賞作の石川達三 『蒼氓』 などで描かれた 「棄民」のイメージで捉えられてきたことなどが理由であろうと想像する。誤解を恐れずにいえば、 これらのイメージは、本稿の冒頭で記した通り、 「 拓生」が多くの小説家の手で描かれたことに起因するのではないか 思う。　
国士舘高等拓植学校の設置の端緒には、昭和四年の専
門学校設置とともに設けた国士舘実務学校にあった。実務学校の設置は、中学校や商業学校の卒業者 対して進学の道を開くためであったが、時にブラジルのアマゾナス州土地無償譲渡契約が理事上塚の関与するところとなり、国士舘と 思惑が一致したの ある。昭和三
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63
（一九二八）年一〇月の「創設計画書」以降の経緯を見れば、国士舘高等拓植学校が決して国士舘外部に設けられた学校でないことは明らかであろう。昭和四年中は、新設した国士舘実務学校は開講に至らなかったが、ここには拓植科が設けられている。このことは国士舘が、少なくとも昭和三年七月以降に上塚が関与したアマゾナス州土地無償譲渡契約の動向を意識したも で ったといえる。そして、アマゾナス州での契約交渉の遅延は、実務学校が開講に至らなかった一因となり、結果として、昭和五年に国士舘高等 学校として結実したのであった。　
国士舘高等拓植学校の考察のため、他の移民教育機関
を事例として示したが、 の教育の特色は寮生活 一因とする実践的な学科目編成にあったことは既に述べた。また、事例の海外植民学校の学則等 は、必ずしも移民渡航者の輩出のみを教育対象としない事情もあるが、比較した両校 も卒業後の移 渡航先を確保 いたわけではない。国士舘高等拓植学校が、アマゾン 地に既に渡航先が確保された後に設立した教育機関であったことも、ひとつの特色であるといえる。 お 国士舘高 拓植学校の翌年に設置 海外高等実務学校の趣旨 は「海外ニ出スルニ当リ実際的予備教育ヲ施ス事ガ必要」
であるとし、しかも移民事業関係者によって設立されている。この事実は、渡航先が確保された国士舘高等拓植学校が、移民教育において、いかに先駆的な教育機関であったかを示している。そしてこれらの特色から、国士舘がいわゆる「棄 」を送り出すための学校運営ではなく、逆により現実的な渡航後の苦難を見据えた実践 講義を行う教育機関を設置 た いう意義を持っているといえよう。　
国士舘高等拓植学校の開校直後の上塚は、昭和五年六














































































研究所関係（山西・粟津コンセッション） 』 ） 。
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高拓生（六） 」 （ 『国
　　














































































































95）熊本県立図書館蔵 「栗崎一正君を送る」 （ 熊本大民』
　　
第七三号、昭和一一年一月一 ） 。
